
令和 4年度埼玉医科大学保健医療学部一般選抜試験(後期)問題 
 

生生    物物  

  
  
 

注注    意意    事事    項項  

1. 試験時間は 50 分。 

2. 問題は指示があるまで開かないこと。 

3. 各問の   の中の数字が解答番号を示す。 

4. 解答番号の 1から 32 の解答はマークシートに記入すること。 

5. すべての配付物は終了時に回収する。 

6. 質問がある場合は手を挙げて監督者に知らせること。 

 

ママーーククシシーートト記記入入要要領領  

1. 空欄に受験番号を英数字で記入し，次に，受験番号の各桁の英数字を下のⒶ～Ⓙおよび⓪～⑨から選

んでマークする。 

例例：：受受験験番番号号がが「「BBAA11009933」」番番のの場場合合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 志望学科と氏名を楷書で書き，氏名のふりがなをカタカナで記入すること。 

3. マークは HB の鉛筆を使い，  の中を  のように完全に塗りつぶし，はみ出さないこと。 

4. マークを消す場合は，消しゴムで跡が残らないように完全に消すこと。砂消しゴムは使用しないこと。 

5. マークシートは折り曲げたり，汚したりしないように気をつけること。 

6. 所定の欄以外には何も記入しないこと。 

 

 
 

 

  

 

 
 

受受験験

番番号号  
  氏氏名名    
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１１ 以下の問い（問問１１～～４４）に答えよ。   [解答番号 1 ～ 4 ] 

 

問問１１ ウイルスについて正しいのはどれか。最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。  1  

 

① 単独で自己増殖はできない。 

② 遺伝情報を自身の核内に保存している。 

③ 肉眼では見ることができないので光学顕微鏡で観察する。 

④ 細胞膜に覆われ，タンパク質と核酸（ＤＮＡもしくはＲＮＡ）から構成されている。 

⑤ ウイルス自身の内部で物質の合成はできないが，他の生物に寄生して栄養分を分解してエネルギーをつ

くりだすことができる。 

  

問問２２ 次のａ〜ｇは，真核細胞に存在する。このうち，原核細胞にも存在するものはどれか。組み合わせと

して最も適当なものを，下の①～⓪のうちから一つ選べ。  2  

 

ａ．核   ｂ．液胞   ｃ．葉緑体   ｄ．細胞膜   ｅ．細胞壁 
ｆ．ＤＮＡ   ｇ．ミトコンドリア 
 
① ａ，ｂ，ｃ   ② ａ，ｃ，ｇ   ③ ａ，ｅ，ｇ   ④ ｂ，ｃ，ｄ   ⑤ ｂ，ｄ，ｆ   

⑥ ｃ，ｄ，ｅ   ⑦ ｃ，ｆ，ｇ   ⑧ ｄ，ｅ，ｆ   ⑨ ｄ，ｆ，ｇ   ⓪ ｅ，ｆ，ｇ 

 

問問３３ 核，葉緑体およびミトコンドリアには，それぞれＤＮＡが存在する。それらのＤＮＡに関する説明と

して，最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。  3  

 

① どれも同一のＤＮＡである。 
② 核のもつＤＮＡのみ，独自のものである。 
③ 葉緑体のもつＤＮＡのみ，独自のものである。 
④ ミトコンドリアのもつＤＮＡのみ，独自のものである。 
⑤ それぞれ独自のＤＮＡである。 
 

問問４４ 真核生物の一つの体細胞における核，葉緑体およびミトコンドリアの分裂の関係について，独立して

分裂するものはどれか。最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。  4  

 

① 独立して分裂するものはない。 
② 核のみ独立して分裂する。 
③ 葉緑体のみ独立して分裂する。 
④ ミトコンドリアのみ独立して分裂する。 
⑤ それぞれ独立して分裂する。  
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２２ 酵素に関する次の文章を読み，以下の問い（問問１１～～３３）に答えよ。  [解答番号 5 ～ 7 ] 

 

 ヒトは，外界から取り入れた物質を，化学反応により生きるために必要な物質につくり変えて利用してい

る。生体内の化学反応がすみやかに進行するのは，（１）酵素の作用による。生体内の酵素が触媒する化学反応

の一つとして消化がある。そこでデンプンの消化を試験管内で再現し，ヨウ素デンプン反応で消化の程度を

検証するためにＡ〜Ｆの条件で実験を行った（表１）。なお，デンプンは，グルコースが多数つながってでき

た長い糖である。 

 実験では，各試験管を３７℃（ヒトの体内の温度）の恒温槽（温浴）に入れ，最長３０分まで反応させた。

温浴直前と温浴後５分ごとにスライドガラスに各試験管内の反応液を一滴ずつ採り，そこにヨウ素ヨウ化カ

リウム溶液を一滴ずつ加え，反応を観察した。 

 

表１.デンプンの消化実験に用いた条件 

実験条件 試験管中の溶液 

条件Ａ 精製水２ｍＬのみ 

条件Ｂ １％デンプン溶液１ｍＬに精製水を１ｍＬ加えたもの 

条件Ｃ １％グルコース溶液１ｍＬに精製水を１ｍＬ加えたもの 

条件Ｄ 精製水１ｍＬに唾液を１ｍＬ加えたもの 

条件Ｅ １％デンプン溶液１ｍＬに唾液を１ｍＬ加えたもの 

条件Ｆ １％グルコース溶液１ｍＬに唾液を１ｍＬ加えたもの 

 

問問１１ 下線部（１）について，酵素の主成分はどれか。次の①～⑤のうちから一つ選べ。  5   

 

① 核酸   ② 脂質   ③ 炭水化物   ④ 無機塩類   ⑤ タンパク質   

 

問問２２ 下線部（１）について，酵素に関する記述として誤誤っってていいるるももののはどれか。次の①～④のうちから一つ

選べ。  6   

 

① 酵素は細胞内でのみ働く。 

② 酵素は反応の前後で変化しない。 

③ 酵素は一度働いても再利用される。 

④ 酵素の働きにより，エネルギーは段階的に発生する。 
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問問３３ 表１の実験条件のうち，温浴直前にはヨウ素デンプン反応があり，温浴後，時間の経過とともに，ヨ

ウ素デンプン反応が消失する実験条件はどれか。組み合わせとして最も適当なものを，次の①～⓪のう

ちから一つ選べ。    7   

 

① 条件Ｂのみ   ② 条件Ｃのみ   ③ 条件Ｅのみ   ④ 条件Ｆのみ    

⑤ 条件Ｂと条件Ｃ   ⑥ 条件Ｂと条件Ｅ   ⑦ 条件Ｃと条件Ｆ   ⑧ 条件Ｅと条件Ｆ    

⑨ 条件Ｂと条件Ｅと条件Ｆ   ⓪ 条件Ｃと条件Ｅと条件Ｆ    
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３３ 遺伝情報とタンパク質の発現に関する次の文章を読み，以下の問い（問問１１，，２２）に答えよ。 

                                      [解答番号 8 ～ 9 ] 

 

（１）ＤＮＡのもつ遺伝情報は，ｍＲＮＡに転写され，さらにその写し取られた遺伝情報に基づいてタンパ

ク質が合成される。多細胞生物の各細胞は，同じゲノムをもつにもかかわらず，異なる形態や機能を現す。

細胞が特定の形態や機能をもつようになることを細胞の（ ア ）という。それぞれの細胞でゲノム内の全

ての遺伝子が発現するのではなく，特定の遺伝子の発現の結果，異なるタンパク質がつくられるため，いろ

いろな種類の細胞が生じるのである。そして，特定の形態や機能をもつようになった細胞は，その機能に応

じた特定の遺伝子を発現し，異なるタンパク質をつくっていく。例えば，肝臓の細胞では（ イ ）がつく

られる一方，筋肉の細胞では（ ウ ）がつくられる。 

 

問問１１ 文中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語の組み合わせとして，最も適当なものを，次の①～④のうち

から一つ選べ。  8  

 

 ア イ ウ 
① 分配 アクチン アルブミン 
② 分配 アルブミン アクチン 
③ 分化 アクチン アルブミン 
④ 分化 アルブミン アクチン 

 

問問２２ 以下に示すＤＮＡ鎖の塩基配列は，ｍＲＮＡに転写される際に読み取られるＤＮＡ鎖を示している。

このＤＮＡが下線部（１）の過程をたどるとき，１つのアミノ酸は１種類の暗号のみに対応したとする。

この時，翻訳が開始され，結合していくアミノ酸の鎖の中で同じアミノ酸が現れるのは，アミノ酸配列順

の何番目と何番目であるか。最も適当なものを，下の①～⑤のうちから一つ選べ。 

なお，このＤＮＡ鎖が転写される際に読み取られる方向は左端からである。また，転写されたｍＲＮ

Ａは左端から翻訳され，ｍＲＮＡの塩基配列は全てアミノ酸に翻訳されることとする。  9   

 

読み取られるＤＮＡ鎖： 

ＡＡＣＣＧＧＡＡＴＴＧＧＴＴＡＡＣＣＴＴＴＴＴＴＣＣＴＴＴＴＧＧＴＴＴＴＧＧＣＣＣＣＣＣＣＣＧＧＴＴＡＡＡＡＣＣＴＴＴＴＴＴＧＧＣＣＣＣＡＡＴＴＡＡＡＡＣＣ  

  

① ２番目と７番目   ② ３番目と５番目   ③ ３番目と８番目    

④ ４番目と９番目   ⑤ ５番目と１０番目 

 

  

89



 
 

- 5 -

４４ 次の文章を読み，以下の問い（問問１１～～７７）に答えよ。   [解答番号 10 ～ 17 ] 

 

 学校の実験で，ステージ上下式の光学顕微鏡を使ってヒト血液細胞の観察を行うことになった。教員から

は２００倍で観察するようにという指示があった。顕微鏡の接眼レンズは１０倍のものが装着されていたの

で、対物レンズは（ ア ）倍のものを選択するため（ イ ）を回転させた。隣にはこれよりも低倍率の

対物レンズが装着されていた。今回選択した対物レンズは低倍率のものと比べて，視野の明るさは（ ウ ），

視野の広さは（ エ ）ことが予想された。 

 

問問１１ 文中の（ ア ）,（ イ ）に入る語として最も適当なものを，下に示すそれぞれの選択肢から一つ

ずつ選べ。 
 

（ ア ）  10 ，   （ イ ）  11  

 

（ ア ）の選択肢：① ２   ② ２０  ③ １９０   ④ ２００ 

（ イ ）の選択肢：① 鏡筒   ② ステージ   ③ しぼり   ④ レボルバー 

 

問問２２ 文中の（ ウ ）,（ エ ）に入る語の組み合わせとして，最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。  12  

 

 ウ エ 

① 明るく 広い 
② 明るく 狭い 
③ 暗く 広い 
④ 暗く 狭い 

 
問問３３ 観察するためのヒト血液標本をセットし，ピントを合わせるための作業を始めたところ，教員から「そ

れでは標本を破損してしまうよ」と注意を受けた。この学生はどのような操作をしていたと考えられるか。

以下に注意をうけた理由を説明した文を示す。文中の（ ク ）に入る語として最も適当なものを，下の

①～⑥のうちから一つ選べ。   13  
 
 注意をうけた理由： 

（ オ ）をのぞきながら，（ カ ）を回すことで動く（ キ ）を（ ク ）に近づけようとしたため。 

 

① 調節ねじ   ② ステージ   ③ 接眼レンズ   ④ 対物レンズ   ⑤ しぼり   ⑥ 鏡筒 
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問問４４ ヒト血液標本を観察し始めたところ，視野の右端に見えた細胞に興味をもった。この細胞をもっとよ

く観察するために，倍率を４００倍に変更し，視野の中央にこの細胞が見えるようにするためには，反射

鏡とステージを，それぞれどのように操作をしたらよいか。組み合わせとして最も適当なものを，次の①

～⑧のうちから一つ選べ。  14  

 
 反射鏡の操作 ステージの移動操作 

① 凹面鏡に変える 左へ移動 
② 凹面鏡に変える 右へ移動 
③ 凹面鏡に変える 下へ移動 
④ 凹面鏡に変える 上へ移動 
⑤ 平面鏡に変える 左へ移動 
⑥ 平面鏡に変える 右へ移動 
⑦ 平面鏡に変える 下へ移動 
⑧ 平面鏡に変える 上へ移動 

 

問問５５ 健康なヒト血液において，１ｍｍ３当たりの数が２番目に多い血液細胞はどれか。最も適当なものを，

次の①～③のうちから一つ選べ。  15   

 
① 白血球   ② 赤血球   ③ 血小板 

 

問問６６ ヒト血液標本を観察する際，白血球を２００個数えて，その中にリンパ球，単球，好中球がそれぞれ

どのくらい含まれているかを調べ，それぞれの割合を求めよ，という指示があった。その結果，白血球

の約３０％がリンパ球であることがわかった。観察したヒト血液標本の各血球数は健常なヒトの標準的

な値であるとすると，観察結果より推測される血液中のリンパ球の数（個／ｍｍ３）はおおよそどのくら

いか。最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。  16  
 
① ４００〜９００   

② １,２００〜２,４００   

③ ４,０００〜８,０００   

④ １２,０００〜２４,０００   

⑤ ４５,０００〜１２０,０００ 
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問問７７ 次のａ〜ｊの記述のうち，リンパ球に当てはまるものは全部で何個あるか。最も適当なものを，下の

①～⓪のうちから一つ選べ。  17  
 
ａ．普段は血液にのみ存在する。 
ｂ．造血幹細胞由来である。 
ｃ．ヘモグロビンをもつ。 
ｄ．止血に関与する。 
ｅ．抗原提示を受ける。 
ｆ．免疫グロブリンを産生する。 
ｇ．毛細血管の壁を通り抜けることができる。 
ｈ．細菌を消化する。 
ｉ．自然免疫では利用しない。 
ｊ．記憶細胞になることができる。 
 
① １個   ② ２個   ③ ３個   ④ ４個   ⑤ ５個    

⑥ ６個   ⑦ ７個   ⑧ ８個   ⑨ ９個   ⓪ １０個 
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５５ 次の文章を読み，以下の問い（（問問１１～～６６））に答えよ。  [解答番号 18 ～ 23 ] 

 

糖尿病は日本人に多い病気の一つで，血糖値調節のバランスが崩れ，血糖値が常に高い状態にある病気で

ある。（１）血糖とは血液中に含まれるグルコースであり，すべての細胞のエネルギー源になる。細胞が血液中

のグルコースを利用してエネルギーを産生するためには，グルコースを直接取り込む，あるいはインスリン

が細胞に作用してグルコースの取り込みを促進する必要がある。 

（２）血液中のグルコースが尿中に漏れ出すのは，空腹時血糖値のおよそ１.７倍以上になってからであり，

通常は尿の検査において糖は検出されない。 

ところでインスリンは，血糖濃度が高くなるとすい臓のランゲルハンス島から分泌される。このしくみに

は，すい臓自身がもつ血糖センサーのほかに，（３）脳からの信号がすい臓にインスリン分泌を促している。こ

のランゲルハンス島に免疫細胞や抗体が作用することで，ランゲルハンス島が破壊されてしまい，インスリ

ンが分泌できない状態になるのが１型（Ｉ型）糖尿病である。１型（Ｉ型）糖尿病が発症するしくみは十分

明らかになっていないが，（４）自分の免疫系が自分の細胞を攻撃することから自己免疫疾患に分類される。イ

ンスリンが分泌されなくなることで，細胞はエネルギーを産生する上で利用したいグルコースを取り込むこ

とができず，かわりに脂肪を分解してエネルギーを得ようとする。これが原因で「ケトアシドーシス」とよ

ばれる危険な状態になることもある。 

 

問問１１ 下線部（１）について，グルコースが分解されてエネルギーが得られる様子を以下に示す。（ イ ）

と（ ウ ）に入る語の組み合わせとして最も適当なものを，下の①～⑤のうちから一つ選べ。  18  

 
Ｃ６Ｈ１２Ｏ６＋（ ア ） → （ イ ）＋（ ウ ）＋ＡＴＰ 

 
 イ ウ 
① ＣＯ Ｏ２ 
② ＣＯ Ｈ２Ｏ 
③ ＣＯ２ Ｏ２ 
④ ＣＯ２ Ｈ２Ｏ 
⑤ Ｏ２ ＨＣＯ３

− 
 
問問２２ 下線部（２）について，空腹時血糖値のおよそ１.７倍とはどのくらいか。最も適当なものを，次の①

〜⑤のうちから一つ選べ。ただし，単位はｍｇ／１００ｍＬとする。  19  

 
① ５０   ② １００   ③ １７０   ④ ４００   ⑤ ７００ 
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問問３３ 下線部（３）についての説明として最も適当なものを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。  20  
 
① 視床下部にある血糖濃度の調節中枢から，交感神経を通じて，信号がすい臓のランゲルハンス島のＡ細

胞へ伝えられる。 
② 視床下部にある血糖濃度の調節中枢から，副交感神経を通じて，信号がすい臓のランゲルハンス島のＡ

細胞へ伝えられる。 
③ 視床下部にある血糖濃度の調節中枢から，交感神経を通じて，信号がすい臓のランゲルハンス島のＢ細

胞へ伝えられる。 
④ 視床下部にある血糖濃度の調節中枢から，副交感神経を通じて，信号がすい臓のランゲルハンス島のＢ

細胞へ伝えられる。 
⑤ 脳下垂体前葉から分泌されたホルモンが，すい臓のランゲルハンス島のＡ細胞へ作用する。 
⑥ 脳下垂体前葉から分泌されたホルモンが，すい臓のランゲルハンス島のＢ細胞へ作用する。 
 
問問４４ 通常，食後において，体外に排出された尿を用いて糖（グルコース）の検査を行っても検出されない。

この理由として最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。  21  
 
① 血液中のグルコースは，インスリンにすべて結合するから。 
② 血液中のグルコースは，腎臓の糸球体を通過できないから。 
③ 血液中のグルコースは，肝臓ですべて貯蔵されるから。 
④ 糸球体を通過したグルコースは，細尿管で再吸収されるから。 
⑤ 糸球体を通過したグルコースは，ぼうこうで再吸収されるから。 
 
問問５５ 食後の血糖濃度が高い状態は，インスリンが分泌されることで，時間の経過とともに，もとの値にも

どる。一方，なんらかの理由で血糖濃度が低くなった場合にもホルモンの働きで血糖濃度はもとの値にも

どる。低くなった血糖濃度をもとの値にもどす調節に関わる３つのホルモンのうち，タンパク質からのグ

ルコースの合成を促すのはどれか。最も適当なものを，次の①～③のうちから一つ選べ。  22  
 
① 糖質コルチコイド   ② グルカゴン   ③ アドレナリン   
 
問問６６ 下線部（４）について，１型（Ｉ型）糖尿病は，すい臓を標的とした自己免疫疾患である。普段，免

疫系が自分自身の細胞を攻撃しない仕組みについて説明しているのはどれか。最も適当なものを，次の①～

⑤のうちから一つ選べ。  23  
 
① 免疫細胞はもともと病原体にしか反応しないから。 
② 自分自身の成分と反応する免疫細胞は排除されているから。 
③ 過去に対応した外来抗原について免疫記憶をもっているから。 
④ 体内に侵入した異物のみ，免疫細胞に対して提示が行われるから。 
⑤ 免疫細胞は自分自身の成分に関する遺伝子情報を把握しているから。 
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６６ 生態系での物質循環に関する次の文章を読み，以下の問い（（問問１１～～５５））に答えよ。 

                                    [解答番号 24 ～ 32 ] 
 

 炭素と窒素は，生物体を構成している物質に含まれる元素である。陸上生態系における炭素の循環を図１

に，（１）窒素の循環を図２に，それぞれ示す。 
 炭素や窒素が生態系内を循環する一方で，太陽からの（ ア ）エネルギーは，直接あるいは間接に（ イ ）

エネルギーに変換されて利用された後，最終的には（ ウ ）エネルギーとして大気中に放出され，生態系

内を循環することはない。 
 

 
 

図１．炭素の循環（図中のＡ〜Ｄは生物，Ｅ〜Ｇは過程を示す） 

 

 
 

 
 

図２．窒素の循環（図中のＡ〜Ｃ，Ｈ〜Ｊは生物，ＫとＬは過程を示す） 
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問問１１ 文中の（ ア ）〜（ ウ ）に入る語の組み合わせとして最も適当なものを，下の①〜⑥のうちか

ら一つ選べ。  24  
 

 
 
 
 
 
 
 

 

問問２２ 図１中のＤの生態系における役割として，最も適当なものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。 

                                           25  

 

① 生産者   ② 分解者   ③ 一次消費者   ④ 二次消費者   ⑤ 三次消費者 

  

問問３３ 図１，図２中のＥ，Ｆ，Ｇ，Ｋ，Ｌに入る語として最も適当なものを，下の①〜⑧のうちからそれぞ

れ一つずつ選べ。 

 

Ｅ  26 ，  Ｆ  27 ，  Ｇ  28 ，  Ｋ  29 ，  Ｌ  30  

 

① 呼吸   ② 硝化   ③ 脱窒   ④ 燃焼   ⑤ 溶解   ⑥ 光合成    

⑦ 窒素同化   ⑧ 窒素固定 

 

問問４４ 図２中のＩにあてはまる生物として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。  31  

 

① 硝酸菌   ② 亜硝酸菌   ③ 根粒菌   ④ 脱窒素細菌 

  

問問５５ 下線部（１）について，人間の活動による生態系への影響を説明する記述として，最も適当なものを，

下の①～④のうちから一つ選べ。  32   

 

① 森林が大量に伐採されると，土壌中の窒素化合物が植物に利用されずに蓄積し，土壌が酸性化する。 

② 窒素を含む大量の化学肥料が地下水に溶けて河川や海に流入し，河川や海の富栄養化がより一層進む。 

③ 化学肥料を大量に生産することで，大気中の窒素が減少し，オゾン層の破壊の主な原因となっている。 

④ 化石燃料を大量に使用することで窒素酸化物が生じ，これを含む雨水により，酸性の土壌が中和される。 
 

 

 ア イ ウ 
① 熱 光 化学 
② 熱 化学 光 
③ 光 熱 化学 
④ 光 化学 熱 
⑤ 化学 熱 光 
⑥ 化学 光 熱 
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